
Magnet Force 

マグネットフォース株式会社 

――車載用モーター磁石やエンコーダ磁石の評価・解析に―― 

 

モーター磁石用磁気特性評価装置 

●着磁されたモーター用磁石の研究開発・性能評価を主眼に開発。 

●専用開発ソフトにより、必要な評価項目や解析機能を完全に網羅。 

●非常に高い機械精度による、抜群の繰り返し再現性。 

●最大 40000 ポイント/周のサンプリングによる、高精度と高分解能。 

●メイン磁石部とセンサー磁石部を個々に測定し、位相差等の評価も可能。 

●独自のノイズ対策により、非常に高いＡ／Ｄ変換精度を実現。 

●試料回転時の振れ防止のため、軸芯を上下挟み込みする方式を採用。 
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概要仕様 
①最大測定可能極数  最大 500 極(オプションにて増加可能) 
②使用ガウスメーター  エーデーエス社製 HGM—4000 型及び A-1A 型プローブを推奨。 
③回転機構部の偏芯精度  ＴＩＲ：0.1 ㎜以下に調整済。 
④センサーのギャップ設定 解析ソフトウェア上にて任意のギャップ設定を入力することで自動

設定が可能。 
⑤サンプリング数  最大 40,000 ポイント／周(オプションにて増加可能) 
⑥測定時間   最速：１秒／周 

(ただし予備回転時間及び試料のチャック/アンチャック等の時間は含まず) 
⑦測定範囲   ±200ｍＴ（Ｎ極：＋/Ｓ極：－）分解能：0.1ｍＴ 

±2Ｔ（Ｎ極：＋/Ｓ極：－）分解能：1ｍＴ 
⑧Ａ／Ｄコンバータ精度  ±１％＋０.１ｍＴ 
⑨データ再現性  200ｍＴレンジ時±０.２ｍＴ以下(ピーク値) 

２Ｔレンジ時±２ｍＴ以下(ピーク値) 
⑩測定方向  ホールプローブ保持部の操作により、試料のラジアル着磁方向とアキ

シャル着磁方向の両タイプの測定が可能 

お客様の要求仕様や用途に応じて、特注仕様の評価

システム装置の設計・製作も承ります。 
まずはご相談下さい。 


